



















































ンプラント体を用いて動物実験を行い，初期の骨形成能および Porphyromonas gingivalis  












４種類の diskと P. g菌体懸濁液を嫌気培養後，付着生菌数を CFU測定で，死菌を含めた付















埋し，埋入方向に平行に試料を薄切し，機械研磨した(Nakanisi et al. , 2011）． 
8．細菌の検出 
実験終了後にペーパーポイントをインプラント体周囲溝内に挿入し，細菌を回収後 DNA を
抽出した．16 S rDNA ユニバーサルプライマー と P. g 特異的プライマー (Bogen et al， 
1999)を用い PCRによって細菌を検出した． 
9．Contact microradiography(CMR)像の観察 
組織切片を軟 X線発生装置で撮影し，その CMR像から Image Jで骨吸収面積，骨吸収深度
および骨吸収幅を計測した．   
10． 塩基性フクシン・メチレンブルー重染色像の観察 
試料切片に塩基性フクシン・メチレンブルー重染色を施し，光学顕微鏡にて得られた組織像







TiNで得られた CFU値と全 DNA量は，他の試料（M, B ,HA）と比較すると小さな値を示
した． 
3. 実験動物 




群では，TiN 以外の埋入部位から PCR 産物が検出された．P. g 特異的プライマーでは， 菌
（＋）群の HA, B, M にのみ PCR 産物が認められ，菌（＋）群の TiN および菌（－）群の




吸収が認められ，HAの骨吸収面積がM, B および TiNと比較して有意に大きかった． 
6．塩基性フクシン・メチレンブルー重染色像の観察  
新生骨様組織の形成量は菌（－）群に比べ，菌（＋）群でやや少ない傾向がみられた．菌（－）
群の上部 BIC は M，HA，B，TiN 間で有意差は認められなかった．菌（＋）群の上部 BIC
は， TiNがM, HA および B と比較して有意に大きな値を示した．下部 BIC値においては， 








高いレベルで接着すると報告されている．（Keller et al., 1994）しかし，表面粗さの増大にと










Pier-Francesco et alは(2006），チタンデスク表面の Ra値が増大すると P. gが付着しやす
くなると報告している．本研究ではMの Ra値が最も低く，HA, B, TiNのそれはMと比べて
大きく， 3種類の間において差が小さいにもかかわらず，付着生菌数と死菌を含めた付着菌体




菌（－）群では腫脹，発赤, 排膿がなく，菌（＋）群では全てで腫脹が起り，HA と B で




P. g特異的プライマーを用いた PCR解析では，菌（＋）群の HA，B，Mにおいて P. gが検
出されたが，TiNでは検出されなかった．TiN自体が細菌の付着を減少させると報告（Größner 
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